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生体において組織が動的な恒常性を維持するためには、その構成因子である個々の細胞が周囲の環境に応

じて増殖・分化・死などの細胞運命を適切に選択することが重要であり、この仕組みの破綻は、組織の萎

縮や機能不全、または過形成・がんといった様々な病態につながる。分子薬理学講座では、多種多様な細

胞から構成される細胞社会において、競合的または共同的に行われる細胞間コミュニケーションを分子レ

ベルで理解することを目標に、以下の研究課題を中心として基礎医学研究に取り組んでいる。これらの研

究を通じて、代謝性疾患やがん、免疫関連疾患などを理解し、革新的診断法や治療法を開発することを目

指している。 

 

Ⅰ. Hippo 細胞内シグナルによる生体恒常性の維持機構とその破綻 

Ⅱ. 鉄代謝恒常性の維持機構と疾患への関与 

Ⅲ. 免疫応答の成立機序とがん免疫 
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【ホームページ】https://www.moroishi-lab.com 

 

【特殊技術・特殊装置】 

1. 分子生物学・生化学・細胞生物学的解析 

2. マウス遺伝子工学・個体解析 

3. 腫瘍免疫学 

4. ゲノム編集技術 

5. 生体微量金属解析 
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